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研 究 主 題

「自ら美を感 じ、主体的に味わう力をはぐくむ美術の学習指導」

1研 究の背景

1美 術 の授業の現状 と課題

今生徒 たちは、 テ レビ、雑誌、 さまざまな物や情報 にあふれ る中 に身 を置 き、学 校 と塾、

習 い事等、時間 に追 われ る毎 日で あ る。遊 びや フ ァッション、流行 などに敏感な反面 、 じっ

くり何 かを観察 した り、周 囲の環境、生活 の中で美 しさを実感す る経験 は非常 に乏 しい。 自

己主張 や 自己表現 が独 りよが りで他人 を思 いやる事 や、他 を理解 し認 める心の欠如 を感 じる。

そのよ うな中、学校 教育で直接生 徒たちの心 に迫 る教科 として美術科 の担 う役割 は大 きい。

じっ くり見 たり、感 じた り、た くさんの価値観 にふれ、様 々な個性 を認 める経験 を多 く積 む

ことで心の豊かな人 に育つので はな いだ ろうか。 美術 は、 自分 の知 らないよ り広 い世界 へい

ざない、美 しい ものに出会 うための 「感性の扉」を開 く教科 であ りたい。

今 まで の美術の授業 では、表現活動が中心 にな りが ちであ り、鑑賞 は表 現の学習 の付 随的

な役割 と して扱われ る ことが多か った。作品制作 の導入時 に参考作品を教 科書の写真 な どで

鑑賞 した り、文化祭 の展示 などで生徒が相互 に鑑賞 しあ うことが中心で、鑑賞授業 と して は

不十分 な点 があ った。 ビデオ ・ス ライ ド・参考資料 を用 いた美術史 の授業で も、知識の伝達

に偏 りがちで生徒 の興 味関心 を引 き出すまでには至 っていない。暗記 や詰 め込 みで は な く、

生 徒の感性 を刺激 し、興 味や関心 を引 き出す授業 の工夫 によ り、作品 や作家、時代背景 など

を理解 させ ることは、 よ り深 く作 品を鑑賞 す る上 で大切 であ る。 また、生徒 が主体的 に活動

す る授業の工夫で、それ まで は気が付かなか った ことに気付 かせ ることが必要 であ る。

鑑賞の授業を通 して、好 きな作家や作品 にふれなが ら自己発 見を し、 いろいろな人 の感 じ

方や考え方 を知 る ことで広 い視野を もち、 自分 と違 う他を認 めて大切 に してい ける心 を育 て

る ことがで きる。 その ことが美術の大切 な役割であ ると考え る。

2新 学習指導要領をふ まえた鑑賞の授業での留意点

指導要領 には次 のよ うにあ る。

・主体 的に美術 の活動 に取 り組 み美術 を愛好す る心情 を深 め,心 豊 かな生活 を創造 してい

く意欲 と態度 を高 め る。

・自然,美 術作品や文化 遺産な どにっいての理解 や見方 を深 め,心 豊 かに生 きることと美

術 とのかかわ りに関心 を もち,よ さや美 しさな どを味わ う鑑賞 の能 力を高 め る。

・作者の心 情や意図 と創造的 な表現の工夫な どを理 解 し見方 を深 め,作 品 に対 す る自分 の

価値意識を もって批評 し合 い,よ さや美 しさを幅広 く味わ うこと。

・日本及 び諸外国 の美術の文化遺産を鑑賞 し,表 碍の相違 と共通性 に気付 き,そ れぞれの

よさや美 しさ,創 造力 の豊か さなどを味わ い,文 化遺産 を尊重す るとと もに,美 術 を通

した国際理解 を深 める こと。
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。 「鑑 賞 」 の指 導 にっ い て は ,各 学 年 と も適 切 か っ 十 分 な授 業 時 数 を配 当す る こと。

・各 学 年 の 「鑑 賞 」 の題 材 にっ い て は ,日 本 や諸 外 国 の 児 童 生 徒 の作 品,ア ジア の文 化 遺

産 につ い て も取 り上 げ る とと もに,美 術 館 ・博 物 館 等 の施 設 や 文 化 財 な ど を積 極 的 に活

用 す る よ うにす る こ と。

これ らの学習指導要領の内容をふ まえ、鑑賞の授業 を行 う際の留意点 と して次 のよ うに考 えた。

(1)独 立 した鑑賞 の授業時数 を十分 に配当 し、鑑賞の基礎力 を育て る。

② 日本や諸外国 の作品、特 にア ジアの美術 にっ いて も重視 して扱 う。

(3)美 術館や博物館 などの施設や文化財 を積極的 に利用す る。

(4)生 涯 にわ た り美術 を愛好 してい くために、文化の理解や美 しさに感動で きる情操を養 う。

⑤ 生徒の感性 と知的要求双方 の興味関心 を引 き出す よ うな、題材、教材 を工夫す る。

(6)映 像 メデ ィアや情報 ネ ッ トワーク、地域環境 にまで視野 を広 げた授業 を展開す る。

II主 題設定の理由

学習指導要領 には、美術 の目標 を 「表現及 び鑑賞 の幅広 い活動 を通 して、美術 の創造活動

の喜 びを味わ い美術 を愛好す る心情 を育て る とと もに、感性 を豊か に し、美術 の基礎 的能力

を伸ば し豊かな情操 を養 う。」 と述 べ られてい る。制作者 と してだ けで な く鑑賞 者 と して の

基礎的 な力を付 けなければ な らない。

鑑賞の基礎的 な力 とは、好 き、嫌 い、快、不快、か ら始 ま り、 自分 の感性 に照 らして、 た

くさんの価値観 の中か ら自分 にあ った もの をさが し選ぶ こと。 さ らに知的好奇心 を もち、深

く美術 にかかわ って いこ うとす る ことで あると考え る。

しか し、 これ までの鑑賞授業 の実践で は生徒 の感性を刺激 した り、主体的 ・能動的 な生徒

の活動が少な く不十分で あった。生徒 自身が さまざまな ものや現象 などを見て、お もしろい、

楽 しい、美 しい とい うような思 いを もっ こと、外の刺激 に対 して何か を感 じる こと こそが主

体的な心 の動 きで ある。そ う した体験を通 し 「感性の扉」 を開 くきっか けを数多 く作 ること

が必要 であ る。

そのために鑑賞 の授業で は、生徒の興 味を引 く内容 で、 ものの見方が今 まで とは変 わるよ

うに授業 の工 夫を行 う必要 が ある。 また、生涯 にわた り美術を愛好す る心 は、授業 中に与 え

られた ものをただ受動 的 に見て いるだ けで は育たな い。教師が いろいろ な き っか けを作 り、

知 的な興味 や他 人の考 え と自分の考えの違 いな どを知 るなかで、生 徒一人一人が 自分 のよさ

を発 見 し喜 びを もって 自己実現を果た して い くことがで きるようにす るこ とが必 要 で あ る。

こう した理 由か ら自ら美 を感 じること、主 体的 に味わ うことを重視 し、主題を設定 した。

皿 研究の仮説

研究 を進 めるに当た って次 のよ うな仮説 を設定 した。

研究 の主題 であ る 「美 を感 じ、主体 的に味わ う力 を はぐ くむ美術 の学習指導」 を実現す る
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た め に は、 次 の よ うな 取 り組 み を す る こ とが有 効 で あ る。

仮説1

仮説2

仮説3

仮説4

仮説5

仮説6

仮説7

幅広 い作品 にふれ ることによ り、 自分 の心の動 きに気付 かせ る。

他 の人 と意見 を交換す ることにより、 多様 な見方 ・感 じ方 に気付 かせ る。

作品 の提示方法 を工夫 した り、鑑賞 の場を校外 に広 げ ることで興味 ・関心を高める。

表現活動 と関連付 けて鑑賞 させ る。

作 品につ いて の知識理解 を手がか りと して、作品を知的 に味わえ るようにす る。

鑑賞 の対象 を、美術作品 だけでな く自然物や環境 にまで広 げる。

美術 の鑑賞 に視覚以外 の諸感覚 も意図的 に取 り入れ させ る。

IV仮 説検証のための実践

仮説検証 題 材 名 掲 載 頁

仮 説1 調べ学習による鑑賞授業 「見物か ら見学へ」

世界の面を鑑賞する

インターネットを利用 した鑑賞授業

美術館での鑑賞授業(自 作ワークシー トを使って)

P14

P16

P20

P22

仮 説2 校外鑑賞教室 ・パ ンフレットの制作 「練馬美術館に行こう」

調べ学習による鑑賞授業 「見物か ら見学へ」

世界の面を鑑賞す る

身近な街を鑑賞す る

インターネッ トを利用 した鑑賞授業

美術館での鑑賞授業(自 作 ワークシー トを使 って)

P8

P14

P16

..

P20

P22

仮 説3 日本の文化 。美術作品の鑑賞

校外鑑賞教室 ・パ ンフレットの制作 「練馬美術館に行 こう」

屋外造形作品の鑑賞 と撮影

インターネットを利用 した鑑賞授業

美術館での鑑賞授業(自 作 ワークシー トを使 って)

P5

P8

Pll

P20

P22

仮 説4 校外鑑賞教室 ・パ ンフレットの制作 「寝間理美術館に行 こう」

世界の面を鑑賞する。

屋外造形作品の鑑賞と撮影

美術館での鑑賞授業(自 作ワークシー トを使 って)

P8

P16

Pll

P22

仮 説5 日本の文化 ・美術作品の鑑賞

校外鑑賞教室 ・パ ンフレットの制作 「練馬美術館に行こう」

調べ学習による鑑賞授業 「見物か ら見学へ」

美術館での鑑賞授業(自 作ワークシー トを使って)

P5

P8

P14

P22

仮 説6 身近な街を鑑賞する P18

仮 説7 屋外造形作品の鑑賞 と撮影

身近な街を鑑賞する

Pll

P18
{
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1題 材 名 日本 の文 化 ・美 術 作 品 の鑑 賞 〈第2学 年 ・3時 間 〉

修 学 旅 行 前 に行 うア ー トゲ ー ム

2題 材 設 定 の 理 由

3年 生 で は、 修 学 旅 行 が 大 きな行 事 の1っ と して 設 定 され て い る。 多 くの学 校 が 、 京 都 ・

奈 良 方 面 を選 ぶ 理 由 に は、 世 界 遺 産 に も登 録 され た 日本 の文 化 の源 流 が そ こに多 く残 さ れ て

い る ことが 挙 げ られ る。 修 学 旅 行 は 日本 の美 術文 化 にふ れ る絶 好 の機会 で あ る。絵 画 ・彫刻 ・

建 築 物 な ど多 くの国 宝 級 の作 品 が 鑑 賞 で き るが 、 生 徒 に は、 難 しい、 っ ま らな い と い った イ

メ ー ジが あ り事 前 の鑑 賞 の授 業 に は、 心 を閉 ざ しが ち で あ る。 実 際 の作 品 を見 て くる と 「す

ば ら しか った。」 と言 う意 見 も多 く聞 か れ るが事 前 に学 習 し、 現 地 で は よ り深 く鑑 賞 を して

きて 欲 しい。 日本 の文 化 に ふ れ、 理 解 す る事 や本 物 の作 品 を見 て 心 に何 か を感 じて くる こ と

は、 中学 生 の この時 期 に とて も大 切 な事 だ と考 え る。 美 術 科 に お い て は この機 会 を、 逃 さず

利 用 した い。 今 ま で の この分 野 の鑑 賞 の授 業 は ス ライ ドや ビデ オ な ど を鑑 賞 す る受 け身 の授

業 が多 い。 そ の こ と も生 徒 に興 味 を失 わ せ る一 っ の原 因 と考 え る。 そ こで ア ー トゲ ー ム とい

う方 法 を取 り入 れ、 楽 し く 自然 に作 品 鑑 賞 す る こ とが で きる よ うに考 え た。 この方 法 によ り、

生 徒 の興 味 関 心 を高 め られ る と考 え る。 ゲ ー ム を通 し、 年 代 や技 法 な どに も注 目で き るよ う

に し、 作 品 の知 識 理 解 を得 る こ とに よ り、 修 学 旅 行 の現 地 で本 物 を鑑 賞 した と き、 これ ま で

以 上 に感 動 し、 よ り知 的 に作 品 を 味 わ え るよ うに な る と考 え この題 材 を設 定 した。

3仮 説 検 証 と評 価 の視 点

仮 説3「 作 品 の提 示 方 法 を工 夫 す る こ とに よ り、 興 味 や 関心 を高 め る。」 に基 づ き、 数 多

くの作 品 の写 真 を用 意 し、 ア ー トゲ ー ム方 式 を取 り入 れ る こ とに よ り多 くの作 品 に触 れ る機

会 を作 る。

仮 説5「 作 品 につ い て の 知 識理 解 を手 が か り と して、 作 品 を知 的 に 味 わ え るよ う にす る。」

に基 づ き、 ア ー トゲ ー ムを 通 して、 そ れ らの作 品 の年 代 ご との特 徴 や 種 類 な ど の 知 識 を 得 、

本物 を鑑 賞 す る と き さ らに深 く鑑賞 で き る よ う にす る。

評価の視点

(1}ア ー トゲー ムを通 して数多 くの作品 に触れ ることがで きたか。

② 作品の種 類や年代 的特徴や名称な どの知識理解 がで きたか。

ア ー トゲ ー ム にっ いて

ゲ ー ム方 式 を 取 り入 れ た鑑 賞 教 育 の 学 習 活 動 で あ る。 ア メ リカ な ど で は盛 ん に研 究 さ れ教

材 化 され て い る。 日本 で も美 術 館 を中 心 に研 究 ・活 動 が 進 め られ て い る。 ア ー トゲ ー ム は、

実 作 品 の 有 無 にか か わ らず 「いっ で も」 「ど こで も」 「誰 とで も」 鑑 賞 教 育 が 行 え る。 次 に載

せ た ア ー トゲ ー ム は、 修 学 旅 行 用 に独 自 に ア レ ン ジ した もの で あ り、 題 材 や方 法 な ど は、 教

師 や 生 徒 が 自由 に工 夫 しア レ ン ジ して い く こ とが で きる。
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アー トゲ ー ムに必 要 な もの

カ ド

ワ ー ク シ ー ト

法

例のム一

方

ゲ

ゲ ー ム の 目的

ゲ ー ムの 方 法

京 都 ・奈良 の代 表 的 な仏 像 ・絵 画 ・建 造 物 の はが き あ る い は、 写 真 をB5

サ イ ズ程 度 の 大 き さ に し、 ラ ミネー トコー トす る。 カ ー ドの裏 には、作 品名 ・

所 蔵 場 所 ・通 し番 号 な どを 書 いて お く。

ゲ ー ム ごとの ワ ー ク シー トと最後 にま とめて疑似 修学 旅行 コー スを作 る シー

トな ど。

5～6人 の班 を作 り班 ごと に行 う。

年 代 別 特 徴 当 て ゲ ー ム(仏 像 編)

京 都 ・奈 良 に あ る代 表 的 な仏 像(年 代 の特 徴 が よ く現 れ た作 品)を 年 代 ご

と に5～6作 品 ず っ選 ぶ。 年 代 は飛 鳥(奈 良)・ 平 安 ・鎌 倉 ・室 町 ・江 戸 ま

で とす る。 また 、 仏 像 の種 類 も様 々 な もの を取 り入 れ る。 この カ ー ドを1班

に1セ ッ ト渡 す 。

カ ー ドが す べ て 並 ん だ 時 に年代 ご とにま とま ってい た り、特徴 別 に ま とま っ

て い る と年 代 の流 れ を感 じる ことが で き る。 ま た、 ゲ ー ム中 にな ぜ年 代 が近

い か意 見 を述 べ る こ とに よ り、 実 は そ の仏 像 の特 徴 を述 べて い くことにな る。

そ れ らの こ とを ゲ ー ムを通 して考 え る こ とと な る。 た くさ ん の作 品 に ふ れ 、

自分 の 好 み や興 味 を知 る き っか け とな る。 ま た、 ワー ク シー トを利 用 し、 ま

とめ を 行 う。

①1人 に4～5枚 の カ ー ドを配 る。

② じゃん けん で カ ー ドを場 に出 す 順 番 を決 め 、1番 の人 が場 の 中 央 に カ ー ド

を1枚 出す 。

③ 次 の人 が そ の カ ー ドに近 い年 代 だ と思 う作 品 を隣 に並 べ る。 そ の と き、 な

ぜ この作 品 同士 が 、 近 い年 代 か 考 え を述 べ る。 そ の考 え に全 員 が 納 得 した

らカ ー ドを場 に お け る。 納 得 しな い とカ ー ドを場 に 出す ことが で きず に次

の順 番 の人 に 回 る。

④ 次 々 に カ ー ドを 出 す。 早 く手 持 ち の カ ー ドが失 くな っ た 人 が 勝 ち で あ る。

4学 習の展開

時間 学 習 活 動 指導上の留意点

・修学旅行を踏まえた鑑賞の授業である ・ゲームを通 して、修学旅行で訪れ る京都 ・

こと理解す る。 奈良の文化や美術作品について考えたり、

導 ・ゲーム と修学旅行 の関連 を理解す る。 知識を得て現地で本物にふれたときより

1時 間 ・ゲ ー ム の方 法 、 ワー ク シー トの書 き方 深 く鑑賞できるようにするための授業で

入
を理解 する。 あ ることを理解 させ る。

・班 を作 る。(3班 程度)
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『

・A・B・Cの ゲ ー ム を3っ の 班 順 番 に ・ゲ ームに積極的 に参加す ることによ りた

廻 して行 う。 くさんの作品 にふれ、 また、 その中か ら

展
・1っ の ゲ ー ム は、 だ いた い15分 間 行 い、 自分の好みや興味にっいて考えるように

1時 間 5分 間 ワーク シー トの記入を行 い、20 す る。

開
分で ゲームを交換 して い く。 ・ゲ ー ム終 了 後

、 ワ ー ク シー トを記 入 す る

ことによ り、 京都 ・奈良の美術作品 にっ

いて知 識理解 を深め るようにす る。

・ワ ー ク シー トの 記 入 の 確 認
。

・ワークシー トの知識理解の面で間違 った

ま
・ワ ー ク シー トを 記 入 した り

、 ま とめ の 解釈を していな いかな どを確認す る。

解説 を聞 くことによ り、正確な知識を ・多 くの作品 にふれ、 授業を楽 しめたか確

と 1時 間
身 につ ける ことが、修学旅行 で本物 の 認す る。

め
作品にふれたときより深 く鑑賞する手 ・本物の作品にふれたとき今回の知識を生

助 けとな ることを理解す る。 かす ように指 導す る。

響
f

、ノ.㌔ 押涙
,一ゾが 、晦
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1題 材 名 「練 馬 美 術 館 に行 こ う」 〈1年 ・10時 間〉

(校 外 鑑 賞 教 室 ・パ ンフ レ ッ トの制 作)

2題 材設定の理 由

近年、私 たちの身近 には大小 さまざまな美術館や アー トスペ ースが出現 して きて いる。本

物 の作品 を鑑賞 で きる場 としてその存在 は大 きい。本校 の学区 に隣接す る練馬区立美術館は、

電車 で一駅、片道20分 あま りの距離 にあ う。毎年 区の生徒作品展や書 き初 め展が開かれ、 生

徒 に はな じみのあ る美 術館だが、企 画展 や常設展 に足 を運 んだ ことのある生徒 は決 して多 い

とは言 えな い。授 業の一環 と して地域 の美術館 を訪 れ、作 品や美術館 の存在 を身近 に感 じる

ことで、将来 にわた って美術館 に足を運ぶ ような生 徒が一人 で も多 く育 てば よ い と考 え る。

また、パ ンフ レッ ト制作 とい う表現活動 と一体化す ることによ り、 自分 の ものの見方 を さら

に深 く掘 り下 げ、作品 のよさや表現の お もしろさを よ り主体的 に味わ うことがで きると考 え

た。

*展 示 内容=企 画展 現代美術 の手法5『 大 きな版画 と小 さな版画』

日本 の近 ・現代版画 約150点

3仮 説検証 と評価 の視 点

(1}地 域の美術館 を訪 れ本物の作品を見 る体験 をす ることによ り、美術作品や施設に親 しみ、

興味 ・関心を高 めることがで きたか

く仮説3:作 品 の提示方法を工夫す ることにより、興味関心 を高め る〉

② パ ンフ レッ トの形 にまとめることによって 自分の興味関心 に沿 って作品の よさや表現の

お もしろさを主体的 に味 わ うことがで きたか

〈仮説4:表 現活動 と関連付 けて鑑賞 させ る〉

(3)色 々な版画技法 にっ いて体験 し学習 する ことで作 品の見方が深 ま ったか

く仮説4:表 現活動 と関連付 けて鑑賞 させ る ・仮説5:作 品 にっ いての知識理解 を手が

か りとして作 品を知 的に味わえ るよ うにす る〉

(4)で きあが った/¥°ンフ レッ トを発表 しあい、増刷 りして友達 と交換 す ることで、仲 間の見

方 ・感 じ方 に気付 くことがで きたか

〈仮説2:他 の人 と意見を交換す ることによって、多様な見方 ・感 じ方に気付かせ る〉

4学 習の展開

時間 学 習 活 動 指導上の留意点

1今 回の鑑賞学習の流れをっかむ。 ・ 【版画技法について事前学習→美術館で

導

3

鑑賞→感想 や興味 を もった ことを各 自パ

ンフレッ トの形 にま とめ る】 とい った流

れを理解 させ る。
入 ・美術館からの資料を使い、展示作品を紹

介 しなが ら説 明す る。
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2代 表的な版画技法にっいて実技体験を
㌻ 豪 「

・体 験す る技法 は班 ごとに2・3種 類 を選

織 り交ぜ なが ら凸版 ・凹版 ・孔版 ・平版 択する。未体験のものも他生徒や教員の
導 続 の原理 にっ いて大 まか に理解す る。 実演を見て理解を深められるようにする。

3美 術館での鑑賞のポイントや注意点を
.

・美術館で のマナーを確認す る。

入 き
確認す る。 ・マナーを守 った上 で、各 自 自由に館 内を

移動 し、興味 ・関心 にあわせ て鑑賞 で き

る ことを確認す る。

展 美術館での鑑賞(各 クラス単位)各 自ワー ・自分 の見方 ・感 じ方 を大切 に して、 のび

開

1

2
ク シー トに記入 しなが ら、パ ンフ レッ トに

まとめることを想定 して鑑賞す る。

のびと鑑賞 して いるか。

・学習 した技法 ・制作手順 を考慮 しなが ら

見 ているか。

3制 作 す るパ ンフ レ ッ トの テ ー マを 決 ・自 らの感想 を もとにテーマ ・内容 を決 め

め、 紙 面 内 容 ・レイ ア ウ トを ラ フ ス ケ ッ させ る。

展 チ す る。 ・対象 を考 えて デザイ ンさせ る。

*対 象:他 の中学生 の ため に ・切 り口が広が りす ぎないよ う、焦点 を絞

4 4B4両 面刷 りのパ ンフ レッ トの体裁 に らせ る。

開
ま とあ る。(3っ 折 り、2つ 折 り、 カ ラー ・効 果 的 な色 彩

、 キ ャ ッチ コ ピー、 レイ ア

2 コ ピ ー 、etc .) ウ トを工夫で きたか。

・(美 術館で の)作 品 に対す る印象がパ ン

フ レ ッ トに うま く反 映 で き た か。

ま
5班 ごとに発表 しあ い、各 班の代 表パ ン ・他 の人 の パ ンフ レ ッ トを見 て、 興 味 ・関

と 1
フ レ ッ ト1点 を選 ぶ。 心 の違 いに気付 くことがで きたか。

*班 員分+α 印刷 し、校 内 に掲示 、美術 ・他の人の見方か ら、作品 につ いて別 のよ
め

館 に も届 け る。 さ ・お もしろさが発見で きたか。
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1題 材名 「屋外 造形作 品の鑑賞 と撮影」 〈第2学 年 ・2時 間及 び休 日等の課 題〉

2題 材 設 定 の理 由

街 に住 む私 達 は、 身 近 に屋 外 造 形 作 品 と出会 う こ とが で き る。 屋 外 作 品 は、 設 置 され る場

所 との か か わ りが、 一 っ の大 きな要 素 とな る。 あ らか じめ制 作 され た もの が場 所 を 選 ん で 置

か れ るの か、 あ るい はそ の場 所 にあ う もの が制 作 され るの か、 い ず れ に せ よ外 気 に さ らされ

る こ とに よ って作 品 の表 情 は微 妙 な変 化 を 見 せ る。

幸 い に も、 本 校 の生 徒 た ち の生 活 圏 に10点 ほ どの屋 外 造 形 作 品 が 設 置 され た 公 共 庭 園 が あ

り、 鑑 賞 教 育 に活 用 しよ う と考 え た。 近 い の で授 業 時 間 ば か りで な く好 き な 時 に 鑑 賞 で き、

屋 外 作 品 の変 化 を見 守 る こ とが で き る。 生 活 の な か に気 軽 に美 術 鑑 賞 を取 り入 れ 、 美 的 価 値

につ い て主 体 的 に考 え る き っか け と した い。

ま た、 感 じ取 った こ とを文 章 化 した後 、 写 真 に撮 らせ る。 文 章 に す る過程 は国語 力 に大 き

く左 右 さ れ る。 何 か に感 動 して い て もそ れ を う ま く文 章 化 で きな い生 徒 が 少 な か らず 存 在 す

る。 そ こで 後 半 は、 自分 の感 じ取 った もの を他 者 に伝 え る手 段 と して 、 作 品 を 写 真 撮 影 させ

て み よ う と考 え た。 写 真 に した理 由 は、 す で に身 に付 け て い る能 力 に あ ま りか か わ らず 、 誰

に で も扱 い易 い とい う視 点 か らで あ る。 一 方 、 写 真 に よ って 自分 が感 じ取 った対 象 の 魅 力 を

表 現 す る た め に は、 ま ず そ の魅 力 が い った い何 な の か を追 求 しな けれ ば な らな い。 こ の こと

で さ らに深 く作 品 を見 っ め さ せ る こ とが で き る と考 え、 この題 材 を設 定 した。

3仮 説 検 証 と評 価 の視 点

仮 説3作 品 の 掲 示 方 法 を工 夫 した り、 鑑 賞 の場 を校 外 に広 げ る こ とに よ り、 興 味 ・関 心 を

高 め る

(1}校 外 へ 出 て 風 景 の 中 の立 体 作 品 を見 る こ とに よ り、 鑑 賞 を特 別 な 「学 習 」 で はな く日常

行 為 と して と らえ る こ とが で きたか 。

(2)石 、 ブ ロ ンズ、 ス テ ン レス な ど の様 々 な素 材 と、 抽 象 的 な表 現 に 出会 い、 そ の よ さを 感

じ取 る こ とが で きたか 。

仮 説4表 現 活 動 と関 連 付 け て鑑 賞 させ る

(1)感 じ取 った こ と を文 章 にす る ことで 、 漠 然 と して い た もの を は っ き り と 認 識 で き た か 。

② 作 品 の 魅 力 を表 現 す る た め に、 どん な天 気 の 日に、 何 時 頃 に、 どの方 向 か ら撮 影 す れ ば

よ いか を考 え 、 作 品 を 深 く多 角 的 に見 っ め る こ とが で きた か。

仮説7美 術 の鑑賞 に視覚以外 の諸感覚 も意図的 に取 り入 れ させ る

(1}実 物 に触 れ、 その形 と大 きさを目の あた りにす る ことで、温度 や光 の加減 によ る変化や

手触 りな どを実感 と して知 ることがで きたか。 また、感性 の扉 を開 くチ ャンス と して、肌

に風 を感 じ、耳 に街が営 む音を聞 き、刻 々と過 ぎる時 を意識す るよ うな時間 を過 ごす こと

がで きたか。
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4学 習の展開

前 時

1時 限A

1時 限B ●

●

鑑賞授業 の予告 と記録用紙 の配布

作品を鑑賞 しなが ら、感 じとった ことを記録用紙 に書 き取 る。

提出 は夏休み明 けとす る。

作品を一 っ選 び、そのよ さがわか るよ うな写真 を撮 る。

提出 は冬休 み明 けと し、校 内展示 をす る。

Aの 展開

時間 学 習 活 動 指導上の留意点

5 移動

集合 ・人数確認 授業の 目的を よ く説 明す る。

導 ・教室にいるときよりも開いた気持 ちになっ ・公共の場で人に迷惑な行動を慎むように

て いる ことに気付 き、 それ を鑑賞 に向 け 呼 びか ける。
10

て い こ うとす る。 ・単独で鑑賞 をす るように指導す る。

入 ・記録用紙の書き方と提出日の確認

・各作品 の設置場所 を知 る。

鑑賞を始ある(順 序は自由) 生徒 と一緒 に鑑賞す る。

展 感 じ取 った ことを記録用紙 に書 く。 ・希望があれば作品の前で既成のパ ンフレッ

・テーマ、素材、作者、天気や時間帯で ど トの解説を読み聞かせ る。
30

う変 わるか、触 った ら冷 たいか、思 い出 ・グループ化 しないよ うに声 を掛 ける。

開 す ことがあ るか、好 きか嫌 いか、等。 ・どの生徒がどの辺にいるかを常に把握す

る 。

i 5帰 校後、解散 人数確認
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Bの 展開

時間 学 習 活 動 指導上の留意点

5 移動

集合 ・人数確認 前 もってカメ ラを使用 す ることを伝 え、 自

・各 自が書いた鑑賞の記録用紙に目を通 し、 分 で扱 えるカメ ラを用意 させ る。 レンズ付

導 Aの 学習 を思 い出す。 きフ ィル ム で もよ い。

・カ メ ラの確 認(扱 い、 フ ィル ム) 撮影 のポイ ン トを話す。

20 撮影の目的を理解する。 ・光 と影 は立体感 を出す。

・気 に入 った作 品をそのよさがわか るよ う ・影 ので かたを平面的 に捉 えてみ る。

入 に写 す。 ・一 歩 ふ み込 む フ レー ミン グを す る
。

何点かの参考写真を見 る。 ・近づ きす ぎないよ うに注意 す る。

各 自のカメ ラを構 えなが ら考 える。 ・低 く構 えて写 す と存在感が で る。

展 撮影 を始 め る。 巡回 して個別に指導 しながらポイントを確

20 ・ひ とっに絞 らず、気 になる作品 をい くっ 認 す る。

開 か写 して歩 く。

ま
どんな時間帯に写せばよい写真が撮れるか 冬休みの課題にするので本時の撮影だけで

と 5 考 え る。 な く、必 ず再度来 て、 じっくり撮影 す るよ

め
うに話す。

帰校後、解散 人数確認
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1.題 材名 「～見物 か ら見学 へ～調べ学習 による美術鑑賞の授業」〈第1学 年 ・8時 間〉

2.題 材 設 定 の理 由

絵 画 を鑑 賞 す る上 で、 第 一 印象 で何 か を 「感 じる」 こ と は、 感 性 を育 む 上 で とて も大 切 な

こ とだ と考 え る。 そ もそ も芸 術 とは、 素 直 で純 粋 な感 性 で 接 しなが ら感動 を得 る もの で あ る。

実 際 は 目や耳 を通 して受 け入 れ るの だが 、 「感 じる心 」 が な け れ ば、 何 も伝 わ って こな い。

しか し、 芸 術 は、 そ の 国 の文 化 と歴 史 の流 れ の 中で 生 まれ て き た もので あ るか ら、 国 や 時

代 が異 な る と、 第 一 印象 だ け で は、 作 品 を十 分 理 解 す る ことが 難 し くな る。 特 に時 代 が 古 く

な る ほ ど作 家 の個 性 よ り もそ の 時代 や国 の文 化 的 ・社会 的背景(政 治 ・宗 教 ・思想 ・国民性 ・

風 俗 な ど)の 理 解 が必 要 に な って く るだ ろ う。

本 題 材 は、 作 品 や作 家 に っ い て の知 識 を深 め て い く こ とに よ って 、 よ り深 く作 品 に対 す る

理 解 を深 め て い く こ とに重 点 を 置 い て い る。 作 家 の感 性 や作 品 に影 響 を与 え た もの や、 生 き

方 を知 る こ とに よ る知 的側 面 の充 実 に よ って、 第 一 印 象 に と ど ま らず、 多 角 的 な作 品 の理 解

へ踏 み込 ませ た い と考 え た。 ま た、 グル ー プ学 習 に よ って、 互 い の意 見 を交 流 し合 う こ とに

よ り、 客 観 的 な捉 え方 を さ せ た い と考 え た。

3.仮 説検証 と評価 の視点

仮説1「 幅広 い作 品に触 れ ることによ り自分 の心 の動 きに気付か せ る」 に基づ き、様 々な

作 品を見せて、作 品に対す る印象 をま とめさせ る。

仮説2「 他 の人 と意見 を交換 す ることによ り、 自分 の心 の動 きに気付 か せ る」 に基 づ き、

発表 を通 して、絵 に対す る見方 が第一印象 か らどのよ うに変化 したのか を考 えさせ る。

仮説5「 作 品にっいての知識理解 を手掛 か りとして、作品 を知的 に味 わえ るよ うにす る」

に基づ き、調べ学習 を通 して、知的側面 を充実 させ、 それによ って絵画 を見 る姿勢 をよ り深

くし、 また多角的 な視野 をは ぐくみたい と考 え る。

評価 の視点

①作家 やその時代 ・社会 的背景 を知 る ことが で きたか。

②知識理解 を深 める ことによ り、作品 の理解 をよ り深 ある ことが で きたか。

4.学 習 の 展 開

時間 学 習 活 動 指導上の留意点

① 決あられた時間内で自由に教室内 絵画の複製画のパネルを多数用意 し、教室

の複製画パネルを鑑賞する。絵画を の壁面 や掲示用衝立 ・イーゼル等を利用 して、

導 鑑賞 しなが ら、 ア ンケー トを書かせ 美術館で見学するような感覚で、与えられた

る一枚一枚 の絵画 にっ いて、 それ ぞ 時間内で自由に絵画を鑑賞できるようにさせ

2 1 れ第一印象に基づいて、感想 アンケー る 。

トを取 る。 できるだけ多 くの複製画を鑑賞する時間を

入 またその中で、 「お気 に入 りベス ト 増や したいので、 ア ンケー トの記入 はで きる

3」 を選択。 どんなところが気に入 っ だけ簡潔に答えられるよう、選択肢を多 く用

たのか 、 ポイ ン トをま とめ させ る。 意す る。 それ以外の感想 も書 けるようにする。
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② ア ンケー トを簡単 に発表 させ る。 どんな絵画に興味を持 ったのか、簡単に聞

(数名) い て い く。

導
③ 各自が気に入 った作品ごとに調べ 5～6人 程度 を 目安 に班 を作 る。

学 習の班 を作 る。 第一希望 をで きるだ け優先 させ るが、班の

④ それぞれの絵の作者や題名を教師 人数に大 きな偏 りが出ることも予想されるた
2 1

が紹介 しながら、絵をもとに共通項 め、少 ない班 は、 作家の関連性(写 実派 ・印

で グループを作 る。 象派 な ど)に 基 づいて、一 つの班 にまとめて
入

い く。 多い班 は、話 し合 いで調 整がで きなけ

れば、学習 の テーマを個 別 に与 えて、切 り口

の区別化 を図 る。

① 作家とグループ ・絵画や作品に対 美術室 ・図書室資料を活用させる。参考に

する考え方や他の代表的な作品にど な る部分 は、 レポー ト用紙 に随時メモさせ る。

展
2
のよ うな ものがあ るか等、調 べ させ

4
る 。

② 発表原 稿を レポー トに まとめ る。 表や図版の大きさに留意させる。小さなも

開
2

写真や図版を用意。模造紙にまと の はOHCを 使 い、大 きな もの はその まま掲

めた り、OHCを 使 って紹介 す る準 示 して発表 させ る。

備 。 模 造紙やOHC用 の原稿を まとめさせ る。

ま ① 発表 準備や発表を通 して、作品や作家について
と
め グル ープ毎 に発表す る。他 の班の 深 く知 ることがで きたか。
2 2

詳
発 表を聞 いて、感想を まとめ る。 発表を聞いて、様々な作品や絵画に対 し、

価 それ まで と違 った見方を もっ ことがで きたか。
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1題 材 名 鑑賞 「世界 の面 を鑑賞 す る」 〈第1学 年 鑑賞4時 間 ・表現10時 間〉

2題 材設定の理 由

学校教育の中、特 に授業 とい う枠の中で鑑賞教育 ので きることには制限 が多 い。理想 を言

え ば芸術作品 は実物を鑑賞す る機 会を与 え、 その迫力 を体 で感 じることが最 もよい方法 であ

ると考え る。今回行な う 「世界の面を鑑賞 す る」 はい くつかの本物 の作品 を鑑賞 で きる とい

う意味で はその理想 に近 い形であ ると考えた。 また 日本、海外 どち らで も制作 を している も

のなので 日本 と外国の作品の比較を しなが ら鑑賞 す ることが出来 るの もこの教材 のよい とこ

ろで ある。今回 の鑑賞 の中でのね らいは本物 にふれ ると同時にその面 の作 られた 目的 ・その

国 の文化 ・さらに表現 の幅広 さなどを感 じ取れ ることをね らい と し、 この題材 を設定 した。

方法 としてはで きるだけ作品 を手 に取 って鑑賞 させ るなど して その素材 の感触 まで も味わ う

ことがで きるよ うに した。 そ して最初か らその面 にっ いての解説を して しまうので はな く生

徒たちが感 じとった ものを発表 しあい、意見 を交換す るという形式を とることに した。 これ

は生徒 それぞれに感 じ方 や興味 の違 いが ある事 に気付かせ ること も大切であ ると考えたか ら

であ る。 また1年 生 は2学 期 よ り木彫 「面 の制作」 の学習 に入 る予定で、その制作の導入 と

して も適 当な ものである と考 えた。 自分 の作品 を制作 してい く過程の中で表現方法 など参考

にな ることが多 くあ ると考 え られるので、 その後 の作品 に期待 したい。

3仮 説 検 証 と評 価 の視 点

(1)仮 説1「 幅広 い作 品 にふ れ る こ とに よ り 自分 の心 の動 きに気 づ か せ る」 に基 づ き、 世 界

の 国 の 様 々 な面 の表 現方 法 の違 い に気 付 く こ とが 出来 たか 。

(2)仮 説2「 他 の人 と意 見 を交 換 す る こ とに よ り、 興 味 ・関 心 を高 め る」 に基 づ き、 お互 い

に感 じた こ と、 考 え た こ とを発 表 しあ い、 感 じ方 や興 味 の持 ち方 に違 いが あ る こ とに気 づ

くこ とが で き たか。

(3)仮 説4「 表 現 活動 と関 連 づ けて 鑑賞 させ る」 に基 づ き、 今 後 の制 作 活 動 ～木 彫 ～ 「面 の

制 作 」 に生 か す こ とが で きた か。
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4学 習 の展 開

時間 学 習 活 動 指導上の留意点

木彫 「面」 にっ いての説 明を聞 き、学 ・これか ら行 な う木彫 及 び面 という ものに興味

導
習内容を理解する。 が もて るように説 明 し、あわせて制作 を行 な

1 う上 での留意点、制 作の手 順 、 「面 」 とい う

入 ものの面 白 さな どをプ リン トを見せ なが ら解

説 す る。

展 面の制作の実践 ビデオを鑑賞する。 ・木彫 「能面打 ち」の制作を解説 したビデオを

開 1 鑑賞 させて、木彫の技法 ・表現方法などにっ

1
いての知識 ・関心 を深め るよう解説 をす る。

世界の面を鑑賞する。 ・作 品を しっか り鑑賞 す るため に全員 に面 を回

して触 れなが ら鑑賞 させ、 その後、全て の面

を黒板 に掲示 す る。(10点 位)

展
面 を鑑賞 した意見 ・感想 を ワー クシー ・それぞれの面 が制作 された国 ・目的 ・見 ての

トに記入 す る。 感想 な どを思 いの ままに記 入 させ る。

感想を発表 しあう。 ・感想 や意見 を発表 しあ い、 お互 いの感 じた こ

1
鑑賞 した面の解説を聞 く。

との違 いにつ いて気 付かせ る。

・全 ての面 の解説 を したプ リン トを配布 ・説明

開
を し、 自分 が創造 した ことと現実 の違 いや意

外性 について気付 かせ る。

2 作品制作 に向けて きっかけをっかむ。 ・次回からの 「面の制作」のために今回の鑑賞

が生 か され るよう興 味を もったこと、印象深

か った ことな ど感 じた ことの大切 さにっ いて

話 をす る。

展 〈実践〉木彫 「面の制作」 ・前回までの学習を生か し、 自分独自の生 き生

・ア イ デ ア ス ケ ッチ きとした面ができるよう自由な発想で考え自

開
10
・面打 ち 〈彫 り〉 由な方法で制作するよう指導 していく。

3 ・研磨 ・着彩 ・塗装

ま
お互いの作品を鑑賞 しあう。 ・校内に作品を展示 し、表現することの面白さ

を感 じることがで きるように鑑賞 させ る。

と 1
,

・その作 品の名前、 目的、制 作 して の感想 など

を書いて作品と共に展示 し、制作の動機など

め
が分 か りあえ るよ う配 慮す る。
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1題 材名 「身近 な街を鑑賞す る」 〈第3学 年2時 間、及 び休 日等 の課題〉

2題 材設 定 の 理 由

様 々 な人 の 営 み に よ って つ く られ た 街 。 そ の 中 に は 商 店街 や公 園、 散 歩 道 な ど多 くの顔 が

あ り、 そ こ に暮 らす 一 人 一 人 の思 いが あ る。 しか し普 段、 意 識 して そ の風 景 を 見 て い る生 徒

は少 な い。

この題 材 は、 美 術 作 品 の鑑 賞 に とど ま らず 、 生 徒 が 日常 生 活 の 中 で、 身 近 に接 して い る、

地 域 の街 角 、 景 色 を取 り上 げ る こ とに よ って 、 その 中 に隠 れ た美 しさを 主体 的 に見 いだ させ

よ う とい うね らいが あ る。 対 象 が 何 で あれ 、 意 識 して 見 つ め る行 為 に は、主 体 性 が 伴 う。 身

近 な街 で新 しい発 見 を し、 さ らに本 当 に よ りよ い環 境 と は どの よ う な もの なの か 、 これ か ら

の時 代 を生 きて い く
.生徒 た ち に考 え る き っか け を与 え た い と考 え た 。

3仮 説検証 と評価 の視 点

(1)身 近 な街 や風景 に目を向 け、意識 して見つめ ることがで きたか。自分 なりの考 えを持ち、

場所 を選 ぶ ことがで きたか。

〈仮説6、 鑑賞 の対象 を、 美術作 品だけでな く、 自然 や環境 にまで広 げる〉

(2)友 達の選 んだ場所 や考 えを知 り、 自分 自身 の視野 を広 げ ることがで きたか。

〈仮説2、 他 の人 と意見を交換す ることにより、多様 な見方、感 じ方 に気付 かせ る〉

(3)な ぜその場所 を選んだのか、好 きにな った理 由を考え る中で、視覚 的な要素 以外 に過去

の経験や思 い出、音や周囲 の雰囲気な ども影響 してい ることに気 付 き、 よりよい環境 への

考え を深め ることがで きたか。

〈仮説7、 美術 の鑑賞 に視覚以外の諸感覚を意図的 に取 り入れ させ る〉

4学 習 の展 開

(1)課 題 宿 題 と い う形 で 、 自分 の街 の好 き な場 所 を見 っ けて ス ケ ッチ し、 提 出 す る。 なぜ

そ の場 所 が好 きな の か、 理 由 も書 く。

事 前 指 導 と して、 手 ごろ とい う理 由 の みで 、 安 易 に場 所 を選 ば ない よ う注意 す る。

・∠一蟹 婆雛遜勉 畷 姓躍塩芝 、 ご磁嚢蝕 癒鎚. .虞駿艦璽 翅 爆藪㌧捌

選ん置場所:

㌘∵

㌘

鳶ク

㌧轟

灘
一18一



② 授業(2時 間)

時間 学 習 活 動 指導上の留意点

・宿題 のスケ ッチに取 り組んだ時の気 ・全体の作品の印象などを話 しなが ら、制作 し

導 持 ちを思 いお こす。 ていた時の状況や感想を問いかける。

・人気の高か った場所の写真を鑑賞す ・画面 に注 目す るよ う、生徒 に答 えさせなが ら、

入 る。周囲の環境や景観を意識する。 OHC等 で テ レビに写真 を映 して い く。

・地図 で場所 の確認 をす る。

・作 品をお互 い鑑賞す る。 ・絵 の うまさよ りも何 を感 じて、 その場所 を選

・選 んだ理 由 も紹介す る。 んだのかに注 目させ る。

展 1
・友人の作品や写真を見て、改めて自

分の好 きな場所、風景とはどんな場 ・プ リン トに考 えを まとめ させ、そ の中か ら組

所 なのか考えを ま とめ る。(プ リン み写 真の テー マを見っ けさせ る。

トに記入する) (例の提示)

開
・組み写真の制作の説明。

・自分 の感想 の中か らキーワー ドを 出 ・写真の撮 り方 の説明。

し、写真に撮る場所や景色を挙げて

み る。

組み写真の制作

・自分 で決 めたテーマで撮影 して きた ・画用紙の色や写真の配置などを工夫させる。

写真を持ち寄 り、3枚 選んで画用紙

ま
に構成 して貼 る。

(写真撮影、現像 は宿題)

と i

・テ ー マや 自分 の 思 い も書 く。

め
・完成 した ものを お互 いに鑑賞す る。 ・自分がイメー ジしたテーマを3枚 の写真によっ

て見る人に伝えることが出来たか、改めて振

りかえ らせ る。
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1題 材 名 「イ ン ター ネ ッ トを利 用 した鑑 賞 の 授 業 」 〈第2学 年 ・8時 間〉

2題 材 設 定 の理 由

21世 紀 に向 け、 今 国 を挙 げてIT革 命 に取 り組 ん で い る。 文部 省 も全 て の学 校 で イ ンタ ー

ネ ッ トに接 続 で きる環 境 を整 備 す る よ う方 針 を 出 し、学習 指導 要領 で は美術 で も 「コ ン ピュー

タ等 映 像 メデ ィア な ど で表 現 す る こ と。」 とい う記 述 が見 られ る。 ま た 今 ま で の鑑 賞 の 授 業

で は、 大 きな画 集 等 を教 卓 で 開 い て全 員 に見 せ るか 、 大 きな 参 考 資 料 、 ス ライ ドや ビデ オ を

用 い る こ とが 多 か った。 この よ うな授 業 は、 い くっ か の作 品 を教 師主 体 で 選 び、生 徒 か らす

れ ば 「見 せ られ る」 授 業 と言 え る。

本 研 究 で は、 イ ン ター ネ ッ ト上 に あ る数 多 くの情 報 を利 用 す る こ とで 、 画集 や ス ライ ドで

は用 意 し きれ な い数 の 資料 を、 瞬 時 に生 徒 が 選 択 しつ つ 主 体 的 に鑑賞 で き る とい う利 点 に着

目 した。 また、 教 師 か ら指 示 さ れ るの で な く、 自分 の感 性 に従 い選 択 して い く と こ ろ か ら、

主 体 的 な鑑 賞 とな る と考 え た。 そ の上 、 現 在 の生 徒 た ち はパ ソ コ ンや イ ンタ ー ネ ッ トに大変

強 い興 味 を持 って い る と ころ か ら、 授 業 に対 して興 味 を持 ち、 自 ら取 り組 む 姿 勢 が 期 待 で き

る。

3仮 説 検 証 と評 価 の視 点

仮 説1を 受 け、 授 業 で使 用 して い る資 料 集 に名 前 が 出 て い る作 家 、136名 全 て の 作 家 に つ

い て画 像付 きの ホー ム ペ ー ジへ の リン ク集 を用 意 す る。 予 備 知 識 を与 え ず そ こか ら生 徒 が 選

択 しな が ら鑑 賞 して い く中 で、 自分 の好 み を見 っ けて い く こ とが で きる。 ※下 記 資 料1

仮説2を 受 け、 鑑 賞後 各 自が 自分 の感 想 を入 れ な が ら作 家 の紹 介 ホー ムペ ー ジを作成 す る。

そ れ を 、学 内 サ ーバ ー に登 録 し、 他 の生 徒 の ペ ー ジを さ らに鑑 賞 す る こと で、 多 様 な見 方 ・

感 じ方 に気 付 か せ る。

また 、 生徒 の 関心 事 で あ るパ ソ コ ンや イ ン ター ネ ッ トを利 用す る こ とで 仮 説3に っ い て も

検証 す る こ とが で き る。

① 興 味 関心 を もち 、主 体 的 に美 術 作 品 を鑑 賞 で きた か。

② 友 達 の ペ ー ジを 見 る こ とで、 自分 で は気 が付 か な か った見 方 に気 付 くこ とが で きたか。

※ 資料1
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※ 資 料2使 用 ソ フ ト及 び 教 示 用 シ ステ ム

イ ン トラバ ケ ッツ:簡 単 なHTML形 式 で レポ ー トの 作 成 と、 サ ーバ ーへ の 登 録 が で き る。

Windows98標 準 の イ ン ター ネ ッ トエ クス プ ロー ラー:ブ ラ ウザ

ス カ イ シ ンク シス テ ム=生 徒 機 の 管 理 、 教 示 サ ポ ー ト(画 面転 送 、 操 作 補 助 等)

4学 習の展開

時間 学 習 活 動 指導上の留意点

「イ ン トラバ ケ ッツ」 の使用法 にっ い ・ソフ トの使用法 を理解 させ る。

て 。 ・ソフ トの操作を理解させ るためプロジェクター

導
1 ・画像が扱 えるよ うにす る。 などを使 い、一っ一っ生徒 の理解度 を確認 し

・文字が書 けるよ うにす る。 なが ら進 める。

・登録 の仕方 を理解す る。

・ホームペー ジ形式で作家名 と担当生 ・予備知識 を与 えず、画像を自由に鑑賞 させ る。

徒 の一覧表(資 料1)か らそれぞれ ・ゆ っくりと選べ るよ うに鑑賞 の時間 を十分 に

入
1 の作家の作品を鑑賞する。 与 え、決定 は最後 にす る。

・自分の好みに合 った作家を選び決定 ・作家 を決 ある ときに同 じク ラス内でなるべ く

す る。 同作家 を選 ばないよ うにさせ る。

「イ ン トラバケ ッツ」 を使 い、鑑賞 し ・パ ソコン上 での操作 であるか ら、 や り直 しが

なが らホームペー ジ形式 で作家 の紹介 簡単 なので、失敗 をおそれず、作 り始 め るよ

ペー ジを作成 す る。 うに指示 す る。

展 ・自分 の感想 を記入 させ る。 ・なぜその作家 を選 んだのか、 どこを見 て も ら

・代 表作 品の図を入 れ る。 いたいかを、感想 の中に入 れ させ る。

4

・作家名、年代、分類、特徴、作 品の

紹 介な どもいれ る。

・調 べ る部分 はイ ンターネ ッ トの検索 を使 った

り、書籍 を利 用 し作成 す る。

*ペ ー ジ レイアウ トの デザイ ンをす る ・校 内サ ーバーへ作家 名で登 録。

開 ことで、 デザ イ ンの学習 とす る。 作家名 を ク リックす ると生 徒が作成 した ペー

・サ ーバ ーへ の 登 録 を す る。 ジが表 示 され るようにさせ る。

目次ペ ー ジ(資 料1)か らも検索で きるよ う

に生徒名 に リンクを張 る。

ま
・他の生徒 の作 った レポー トを鑑賞す ・ブ ラウザで他 の生徒 の発表 を見 る。

る 。 ・ア ンケ ー ト用 紙 を配 り
、 よか った ペ ー ジを選

と 2
・ベ ス トホ ー ム ペ ー ジコ ンテ ス トを行 び感想などを書 き込み作 った生徒に渡す。

あ
う 。 ・プ リン トア ウ トして

、 学 内掲 示 を す る。
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1題 材 名 「美 術 館 で の鑑 賞 授 業 自作 ワ ー ク シー トを 使 って 」〈 第1学 年 ・12時 間〉

2題 材設定 の理 由

これか らの鑑賞 は作 品制作 に付随 した鑑賞 や美術史を教えてい くだ けで はな く、独立 した

内容 と して、 また、生徒 に身 に付 けさせ たい力 として鑑賞を捉えてい く必要 があ る。 この鑑

賞 の授業 は本物 と触 れ合 える場 として美術館 を積極的 に利用す ることによ り、鑑 賞の力を育

む ことがで きると考 え、題材 に設定 した。

3仮 説 検 証 と評 価 の視 点

(1)美 術館 を利 用 す る こ とに よ り鑑 賞 の場 が 広 げ られ 、 幅 広 い作 品 に触 れ る こ とが 可 能 にな

る。<仮 説1、6>評 価 の視 点 興 味 を もち、 積 極 的 に作 品 に触 れ 合 え た か ど うか。

② 自分 の意 見 を 発表 す る こ とに よ り、 他 の人 と意 見 の違 い を感 じる こ とが で き、 多 様 な も

の の 見方 が あ る こ とに気 付 かせ る ことが で き る。<仮 説2>評 価 の 視 点 感 想 の 発 表 を

大 切 に させ る。 ま た、 どの意 見 も大 切 で あ る こと を話 し、 理解 させ る。

(3)ワ ー ク シー ト制 作 で、 作 品 につ いて の知 識 を得 る こと に よ り、 作 品 を 知 的 に味 わ え る よ

う にす る こ とが で き る と考 え た。<仮 説3、4、5>評 価 の 視 点 作 品 にふ れ 、 最 初 の

印象 だ け で な く、 深 く作 品 につ い ての 理 解 が で きた か 。

4学 習 の展開1

時間 学 習 活 動 指導上の留意点
　

グル ー ピ ン グ 使用 ワーク シー トの設問

導
美術館 の作品(ポ ス トカー ドを拡大) ①理想の部屋に飾りたい絵 は?

2
を使 ってク ラス40人 を生徒 の興味 にそ っ ②魔法でどれかの絵を描く力を与えられたら?

て、一作品単位5人 ～6人 にグル ー ピン ③一番気に入 った作品は?第 一印象を大切に
入

グす る。特 に作 品に対 してどのよ うな興 させ、 どの点 に興味を持 ったか を発表 させ

味 を もったか を書かせ て、発表 させ る。 る 。

展 美術館 に行 き、 自分 たちが選んだ作品 これか ら作 るワー クシー トにっ いて話 し、

の前 で発表、解説す ることを話す。 選ん 特に難 しいものではなく他の生徒 に興味を も

開 6 だ作家にっいて調べ、発表の補助資料と たせ ることがで きるものを考え させ る。

して ワー ク シー トを作 っ て い くこ とを 話

1
す 。

展

開

H

3 美術館での鑑賞授業 学習の展開II参 照

r

ま
事後学習 どのような点で見方が変わったか気付かせ

美術館での鑑賞授業の感想を書かせ、 る 。

と 1
発表 させ る。

め

「

ワ ー ク シー トの 評価 を 行 う。
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5学 習の展開II美 術館で の鑑賞授業

時間 学 習 活 動 指導上の留意点

導 学 芸 員 さん よ りホ ー ルで オ リエ ンテ ー シ ョ ン 美術館の利用法にっいて知 らせ、

入 (美術館の使い方について等) マ ナ ーを 守 らせ る。

一 ク ラス をA
、Bに 分 け、 ギ ャ ラ リー トー ク の リー 評価 のポイ ン ト

ダーが それぞれ の絵 にっ いて、班 ごとに作 ったワー ○適度な声で説明できたか

展 クシー トを使 い、解説 してい く ○発表者の態度はどうか

授業風景 ○内容がわか りやすか ったか

開

1

嫁ll郭.
β

晩

○一般 の生徒 に興味 を もたせ るよ

うに工夫 で きていたか どうか メ

モな どは後 で記 入 させ る。(発

表 時は作 品、発表者 に注 目させ

晦 ぐ
る 。)

1

羅へ 臨撫
取翫唱i

展 自由鑑賞 選んだ作品以外にもおもしろい

開 自分 たちが調べ た もの以外 にお もしろい ものが な 作品が ある ことに気付かせ る。

II
1 いか ど うか見学す る。

ま
と

作品、発表を見て感想をそれぞれ記入させる。 ※それぞれの発表にっいての評価

め ※作品を見ての感想 ※メモか ら次の授業を行わせることを話す。

6事 後 学 習 ※12時 間 目 ま とめ

美 術 館 で の鑑 賞 授 業 の感 想 を書 か せ、 発 表 させ る。 どの よ うな点 で 見方 が変 わ った か 気 づ

か せ る。 自分 た ち が作 った ワー ク シー トの評 価 を行 う。
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V研 究のまとめ

<仮 説1・3>に っ いて

幅広 い作品 にふれ させ るため に実践で は、 複製 ・イ ンター ネッ ト・実物 の提示 を試 みた。 この分 野 の

実践で は今 までの、教師 によ って見 るべ き作品を与え られ る受動 性か ら、多様 な作 品の中か ら自分 の感

性 に合 う作品 を選択す る、 という能動性への転換を示す ことがで きた と思 う。

掲示方法の工夫 とい う点 では、パ ソコ ン操作 という行為 、ゲ ームとい う遊 びの要素、美術館 とい う場

の雰囲気 などの力 によ り、硬直 しが ちな生徒の意識を柔軟 に、 リラ ックス させ、 日頃 この分野 に興 味 を

もちに くい生徒 も知 らず知 らずの うちに鑑賞 す る対 象作品へ と引 き込 まぜ ることがで きたのではな いか

と考 える。

なお、美術館 など校外 の施設 との連携 は授業の幅を広 げ大変有 効であ った。校外学習 に限 らず学 芸員

を招 いた り作品 の貸 し出 しによる校内展 など、多様 な展開が可能だ と考 え る。

<仮 説2・4>に っ いて

他 の人 と意見 を交換す るためには、 まず 自分 の側 に明確な意見や イメー ジがな ければな らな い。 仮説

4に 基づ く実践で は、鑑賞 した作品 に対す る印象を もとにスケ ッチや写 真、パ ンフ レッ トや ワーク シー

トづ くりなどの表現活動や調べ学習 などを十分 に行わせ た。 その ことによ り鑑 賞 した内容が深 く掘 り下

げ られ、各作品 にっ いて の自分 な りの考 えを生徒 たちが明確 にす ることがで きた と考 え る。 その まとめ

を元 に仮説2に 基づ く実践 を行 った結果、 自分 とは違 う友達 の見方 にっいて も深 い気付 きがで きた と考

える。

<仮 説5>に つ いて

今 まで教員側か らの一方的 な伝授 に陥 りが ちだ った分野 で あるが、 ゲー ム化 や技法 な どの体験 、 ギ ャ

ラ リー トーク ・発表会 を目標 にお いた調べ学習 など、知識を得 る方法を工夫す ることで、主体的で美 術

を愛す る心 にっなが る知識 を身 に付 けることがで きたので はないか と考 え る。 そ して活動後 の生徒 の感

想や レポー トなどか らは、知識が無 いと得 られ なか ったで あろう作品 に対す る深 い関わ りが認 め られ、

成果が見 られ た。

<仮 説6・7>に っいて

従来の鑑賞の領域を一歩広げる内容であったが、 まず教室か ら飛び出 し外気に触れることで得 られ る

開放感があった。 また日常見慣れた街を美術の授業という枠の中で美的に見直すことか ら、目の前の対

象を今までとは違った新鮮な視点でとらえ直す体験をさせることができた。 この二点か ら事例に示 した

実践は価値があった と考える。

今後の課題

今回の実践を通 じて、鑑賞という領域は表現に勝るとも劣 らない創造的な美術活動であることをあ ら

ためて認識 した。今後、時間的な制約のある中で表現活動 とのバランスを取 りなが ら日々の実践の中に

定着させていくために、パソコンやカラーコピーなど各種機器の有効な利用や外部機関との連携の方法

など、さらに研究 していく必要があると考える。
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